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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

づ
く
り
会
社
を
設
立
し
た

い
と
の
説
明
だ
が
、
ふ
る

さ
と
商
社
の
経
営
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　

ふ
る
さ
と
商
社
は
、
当

期
純
利
益
は
１
６
２
０
万

円
の
赤
字
。
当
初
計
画
は

１
５
６
０
万
円
の
赤
字
だ

っ
た
の
で
想
定
の
範
囲
内

で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
公
社

は
、
２
４
５
０
万
円
の
赤

字
。

問�

　
ふ
る
さ
と
商
社
が
赤
字

の
よ
う
だ
が
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
核
に
な
れ
る
と

市
民
及
び
議
会
は
ど
こ
で

判
断
で
き
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
核

に
な
る
の
は
、
ふ
る
さ
と

商
社
あ
り
き
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

問�

　
内
容
は
。

答
（
市
長
）�

　

本
事
業
で
求
め
ら
れ
る

の
は
中
心
市
街
地
を
エ
リ

ア
と
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
と
具
現
化
す
る
た

め
の
組
織
の
立
ち
上
げ
。

Ｊ
Ｒ
遠
野
駅
か
ら
市
民
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
通
り
を
中

心
に
事
業
エ
リ
ア
と
し
た

い
。問�

　
予
算
５
０
５
万
円
の
使

い
方
は
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
遺
産
産
業
化
フ
ァ

ン
ド
な
ど
か
ら
支
援
を
い

た
だ
き
、
将
来
像
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
作
図
や
外
部

有
識
者
と
の
協
議
の
場
の

設
定
等
を
行
い
た
い
。

問�

　
当
該
エ
リ
ア
で
行
わ
れ

て
き
た
過
去
事
業
の
検
証

は
。答

（
市
長
）�

　

今
後
検
証
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問�

　
株
式
会
社
遠
野
ふ
る
さ

と
商
社
を
核
と
し
た
ま
ち

小松 正真 議員

官
民
連
携
ま
ち
な
か
再
生
推
進
事
業
と
は

なぜ市長が変わるタイミングでの
上程なのか

一問一答方式

問�

　
す
で
に
本
田
市
長
が
勇

退
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
遠
野
市
の

舵
取
り
役
が
変
わ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
な
ぜ

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
本

事
業
の
上
程
な
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
３
年
６
月
３
日
付

け
で
、
補
助
金
交
付
決
定

を
い
た
だ
い
た
こ
と
か

ら
、
予
算
を
本
定
例
会
に

提
案
し
た
も
の
。

問�

　
遠
野
で
昔
か
ら
一
般
的

に
言
わ
れ
る
『
ざ
い
が
良

く
な
ら
な
け
れ
ば
、
ま
ち

場
は
良
く
な
ら
な
い
』
を

忘
れ
て
い
な
い
か
。
新
市

長
の
新
体
制
の
下
で
事
業

を
進
め
る
べ
き
。
誰
が
今

ま
ち
づ
く
り
会
社
を
必
要

と
し
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
あ
り

き
の
事
業
で
は
な
く
、
中

心
市
街
地
を
歩
き
や
す
い

ま
ち
に
す
る
た
め
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
。
遠
野

の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
、
幅

広
い
議
論
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
。

市長 	補助金の交付が決定したから

問�

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
外
食

の
需
要
が
落
ち
込
み
主
食

米
の
下
落
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
遠
野
市
で
は
水
稲

種
子
購
入
助
成
を
行
い
、

生
産
者
を
支
援
し
て
い
る

が
今
後
の
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

こ
の
助
成
は
主
食
米
の

ほ
か
、
主
食
用
品
種
で
作

付
す
る
飼
料
米
、
加
工
米

も
含
ん
で
お
り
作
付
転
換

も
含
め
た
支
援
と
位
置
付

け
進
め
て
い
き
た
い
。

問�

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
で
は
、
交
付
金
加

算
措
置
と
し
て
「
集
落
機

能
強
化
加
算
」
が
新
設
さ

れ
、
集
落
の
維
持
を
図
っ

て
い
く
取
り
組
み
が
組
み

込
ま
れ
た
。
少
子
高
齢
化

の
中
で
重
要
な
施
策
と
見

る
が
。

答
（
市
長
）�

　

高
齢
化
が
進
む
農
業
生

産
の
現
場
で
、
集
落
機
能

を
強
化
し
自
治
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
は
、
生
産
性

向
上
に
も
通
じ
る
こ
と
で

あ
り
、
市
内
の
各
集
落
組

織
に
こ
の
加
算
メ
ニ
ュ
ー

の
周
知
を
行
い
、
集
落
の

少
子
高
齢
化
対
策
に
も
繋

が
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
更
な
る
活
動
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

問�

　
全
国
の
「
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
上
位
に
ラ

ン
ク
し
て
い
る
自
治
体

は
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
が
実
現
し
て
い

る
。
遠
野
市
は
、
中
学
生

ま
で
は
現
物
給
付
で
子
育

て
家
庭
の
負
担
軽
減
が
な

さ
れ
い
る
。
子
育
て
に
優

し
い
ま
ち
を
目
指
す
中

で
、
高
校
生
ま
で
医
療
費

の
無
償
化
を
望
み
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

答
（
市
長
）�

　

高
校
生
の
医
療
費
給
付

事
業
は
、
県
内
、
26
市
町

村
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

遠
野
市
で
も
対
象
を
高
校

生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と

し
、
来
年
度
か
ら
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
く
。

問�

　
少
子
化
の
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

　
「
未
婚
化
」や「
晩
婚
化
」

の
影
響
が
大
き
く
、
背
景

に
は
経
済
的
な
不
安
定
、

出
会
い
の
機
会
の
減
少
、

男
女
の
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
の
難
し
さ
、家
事
・
育

児
の
負
担
が
女
性
に
偏
っ

て
い
る
状
況
、
子
育
て
の

孤
立
感
や
負
担
感
と
費
用

負
担
な
ど
、
子
育
て
の
希

望
の
実
現
を
阻
む
要
因
が

絡
み
あ
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
子
育
て
分
野

の
取
り
組
み
の
み
で
な
く
、

全
て
の
分
野
で
横
断
的
な

展
開
が
重
要
で
あ
る
。

市
長	

来
年
度
か
ら
の
実
施
に

	

向
け
て
進
め
て
い
く 菊池 巳喜男 議員

（遠野令和会）

高
校
生
ま
で
の

医
療
費
給
付
制
度
の
拡
充
が

必
要
だ

一括質問方式

中山間地域での
農業や集落の維持
重要課題では
市長 	引き続き
	 支援していく

その他の質問
◦�新型コロナウイルス感
染症対策事業について

高校生の早期医療費給付事業を求む中、勉学に励む遠野高校生

市
長	

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現


